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富
山
県
鑿
井
協
会
は
令
和
４
年
１０
月
、
富
山
県
に
防
災
井
戸
模
型
や
展
示
パ
ネ
ル
等
を

寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

富
山
県
庁
内
に
竣
工
さ
れ
た
『
県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
』
一
階
交
流
・
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
防
災
井
戸
ブ
ー
ス
を
設
け
、
実
際
に
水
の
く
み
上
げ
を
体
験
で
き
る
手
押
し
ポ
ン
プ
型

井
戸
模
型
や
、
防
災
井
戸
の
概
要
を
説
明
し
た
展
示
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

防
災
井
戸
は
、
災
害
に 

よ
り
断
水
や
停
電
に
な
っ 

た
際
に
も
生
活
用
水
の
確 

保
が
で
き
る
設
備
と
し
て
、 

現
在
富
山
県
内
に
設
置
が 

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

防
災
井
戸
を
通
し
て
、 

災
害
に
強
い
安
心
で
安
全 

な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で 

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。 

 
 

令
和
４
年
１１
月
１
日
、
富
山
県
鑿
井
協
会 

会
員
・
賛
助
会
員
２６
名
は
富
山

県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
富
山
県
庁
舎
防
災
井
戸
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
６
月
に
当
協
会
会
員
の
株
式
会
社
日
東
創
立
６０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
県
庁
敷
地
内
に
寄
贈
さ
れ
た
防
災
井
戸
に
つ
い
て
株
式
会
社
日
東
代

表
取
締
役
で
当
協
会
会
長
の
土
合
拓
也
氏
よ
り
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
手
押
し

ポ
ン
プ
の
汲
み
上
げ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県 

防
災
・
危
機
管
理
課
職
員
に
案
内
を
し 

て
い
た
だ
き
、
当
協
会
が
寄
贈
し
た
展 

示
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
大
会
議
室
（
災 

害
対
策
本
部
員
会
議
室
）
や
オ
ペ
レ
ー 

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
災
害
対
策
本
部
室
） 

等
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

富
山
県
の
防
災
・
危
機
管
理
の
中
核 

施
設
と
な
る
当
セ
ン
タ
ー
の
免
震
構
造 

や
災
害
時
で
の
機
能
、
最
新
の
情
報
シ 

ス
テ
ム
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
防
災
の 

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
視
察 

 

 

 

講
演
会 

 

 

懇 

親 

会 

 

講
演
会
終
了
後
午
後
５
時
40
分
よ
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山 

鳳
の
間
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

来
賓
に
は
、
富
山
県
危
機
管
理
局
長 

利
川
智
氏
、
危
機
管
理

局
次
長 

中
林
昇
氏
、
富
山
県
理
事
・
土
木
部
次
長 

荻
野 

彦

氏
、
高
岡
市
都
市
創
造
部 

部
長 

赤
阪
忠
良
氏
、
野
上
浩
太
郎

議
員
秘
書 

有
澤
哲
郎
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

 

土
合
会
長
の
挨
拶
、
富
山
テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役
社
長 

中
西
修
賛
助
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

富
山
県
議
会
議
員 

宮
本
光
明
顧
問
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
の

ご
発
声
で
開
宴
し
ま
し
た
。 

 

顧
問 

ア
レ
マ
ー
玉
井
氏 

の
マ
ジ
ッ
ク
披
露
で
会
場 

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、 

コ
ロ
ナ
に
よ
り
３
年
ぶ
り 

の
開
催
と
な
っ
た
秋
の
宴 

に
集
ま
っ
た
会
員
・
賛
助 

会
員
、
来
賓
総
勢
43
名
は
、 

大
変
和
や
か
な
雰
囲
気
の 

中
、
互
い
の
交
流
を
深
め 

ま
し
た
。 

笠原氏・横川氏による講演 

土合会長による挨拶 

 

令
和
４
年
１１
月
１
日
午
後
４
時
よ
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
富
山
に
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
、
富
山
県
危
機
管
理
局 

次
長 

中
林 

昇 

氏
に
よ
る
『
富
山
県
防

災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
』
で
は
、
１０
月
に
竣
工
さ
れ
た
当
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
や
、
過
去
の
災
害
や
想
定
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
の
具
体
例
、

県
の
危
機
管
理
基
本
方
針
や
事
業
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
二
部
、㈱
北
日
本
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー 

営
業
部
部
長 

笠
原 

邦
弘
氏
、

㈱
日
東 

横
川 

宏
一
氏
に
よ
る
『
展
示
パ
ネ
ル
の
制
作
に
あ
た
っ
て
』 

で
は
、県
に
寄
贈
し
た
防
災
井
戸
展
示
パ
ネ
ル
の
制
作
の
背
景
や
防
災
井
戸

の
重
要
性
や
普
及
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

 

こ
の
度
の
寄
贈
に
対
し
、
富
山
県
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

県
危
機
管
理
局 

利
川
局
長
よ
り
、「
今
回
の
寄
贈
は
、
全
国
的
に
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
中
、
県
民
へ
の
防
災
意
識
向
上
に
繋
が
る
有
意

義
な
も
の
に
な
っ
た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

 

防災井戸手押しポンプ模型と展示パネル 

 

 
中林 昇 県危機管理局次長による講演 


